
2025年11月25日(火)

19:00～20:30

日時

※本講演会のご参加に伴い弊社が旅費を負担する場合は、弊社規定に則り手配させていただきます。
※ご所属施設の規定がある場合はお申し出ください。
※本講演会において、医療従事者以外の入場はお断りさせていただきます。
※受付にて「ご芳名」「ご所属名」をご教示ください。ご記入いただいた個人情報は、主に本Web講演会の運営・管理および生涯教育単位認定に使用します。

主催：バイエル薬品株式会社 後援：京都糖尿病医会、京都腎臓医会、相模原市内科医会

PP-KER-JP-1329-31-01

2型糖尿病合併CKD治療の最前線
～アルブミン尿検査と新規MR拮抗薬の重要性～

演者 小林一雄 先生 内科クリニックこばやし 院長

八田告 先生 八田内科医院 院長・理事長 / 京都府立医科大学 臨床教授座長

CKD全国アンケート調査から考えるアルブミン尿定量検査の重要性
～費用対効果も含めて～

講演1

19:10～19:50

ZOOM配信

https://go.bayer.com/1125krd
形式

演者 西本光宏先生 国際医療福祉大学三田病院

高血圧・腎臓内科 副部長 病院教授

長嶋一昭先生 京都桂病院糖尿病・内分泌・生活習慣病センター所長

糖尿病・内分泌内科部長 / 京都大学 臨床教授
座長

糖尿病合併慢性腎臓病になぜ新規MR拮抗薬が必要か
～食塩とMR活性化の意義～

講演2

19:50～20:30

情報提供 大規模データから医療の地域差を考察する～京都府におけるアルブミン定量尿検査～

19:00～19:10 愼聖宰 バイエル薬品株式会社 アクセス&トレード本部 医療アクセス戦略マネジャー

MTG-00395978-20251015

https://go.bayer.com/1125krd
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